	２３年度 第１１回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年　２月　８日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、立花、長谷川、大友、
村井、沼田、大山
欠席者　　引地
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　沼田、立花
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
２月　４日（土）　マージャン大会
２月　９日（木）　泉区役所被ばく講演会

２月２５日（土）　宮城消化管撮影技術研究会
　　　　　　　　　　第３支部総会、講演会

２月２６日（日）　角田市被ばく相談

３月１１日（日）　管理士学術大会

３月１７日（土）　第４２回総会、特別講演会
３月２１日（水）　第２回スキルアップカンファレンス
３月２５日（日）　県民公開講演会
②議　題

協議事項
１．新法人移行の進捗状況

２０１２年1月から２月の申請準備作業で事業と会計に関す

る書類の作成作業を行ってきた。２月３日、森内税理士に調整して頂き、電子申請を全部終了し、医療整備課と懇談し受理して頂いた。これから、医療整備課で認定等委員会へ廻すまで申請内容書類の精査とチェック対応が待っており、認定等委員会審議までにはまだ数カ月以上を要する状況である。
　また、それに関して法務局より４月１日に登記を申請するのであれば申請の相談を受けるとの案内が来ているので日程を調整していく。
２．（仮）放射線の影響パンフレット作成協力について
　現在、県南地区を中心に被ばくへの不安に対応するために宮城県健康影響に関する有識者会議というのが開かれている。県の対応策として放射線に対する正しい知識の普及が非常に大切とされている。
県は対応策として放射線に関する県民の視点に立ったわかりやすいパンフレットやＱ＆Ａの作成を行う上で県の中で専門的なスタッフが少なく難しいため、宮城県放射線技師会で原案作成の打診が来た。
　県の窓口は医療整備課である。放射線管理士委員会には作成協力の確認を得ているが技師会としてどのように対応してよいか。

・作成期間はいつまでか。

・いつまでとはいわれていない。締め切りが短期間であれば対応できないと話しをしている。
・パンフレットやＱ＆Ａどちらも作るのか。

　・イメージ的にはどちらかと思う。
· 基本的には優しいもの・解りやすいを求めているようである。原本は技師会が全部作っていいが、技師会の名前は明記しないで県にやってもらってはどうか。
　以上、名前を明記しないで、管理士を中心に原本作成を行う
方向で進めていくこととする。
３．会費納入規定改定案について
　　第６回理事会で会費納入規程改定案を議論した際、会費納入規程案と未納者の罰則規程は異なる内容であるため修正案となった。罰則規定は新法人になってから検討することとして、会費納入規定に会費免除規程を組み込んだ案を総会で審議していただく。
-　医療整備課に会費未能率について問い合わせたところ、

公益法人の移行申請に際し本会は、会費納入率が高く、
　　実際に納入された会費を基にした予算から会計を見ているとのことで問題はないと報告を受けた。
４．フレッシュマンズセミナーの内容について
　平成２４年６月９日(土)、情報･産業プラザでセミナーを開催する。今回は日本放射線技師会の内容に合わせた形式（協同開催）で行なうこととしている。内容と時間が指定されている。確認をお願いする。

１）　技師会紹介　　　　　　　　１０分
２）　医療被ばく関係　　　　　　６０分
３）　感染対策　　　　　　　　　　６０分

　　　　　　－　昼　食－

４）　気管支解剖　　　　　　　　　９０分

５）　接遇関係　　　　　　　　　　６０分

　　　　　　－　休　憩　　-

６） ＫＹＴトレーニング　　　　　　９０分

· 　この内容で講師を早急に決めて、日本放射線技師会に報告することとする。
５．祝賀会について
表　彰　者　　特別功労賞　１名

特別功績賞　４名

功労賞　　　　１名

　　　　　　　　　　功績賞　　　１９名
　　　　　　　　　　学術奨励賞　１名

定年退職者　　　　　　　　　１１名
総会終了後、１７時３０分より開催する。

祝賀会会費を前回同様に会員,・賛助会員共に５、０００円
としたい。会場担当の方には会費を免除したい。　
祝賀会の案内状、招待状を来週中に発送する。

　顧問、特別会員のほかに招待状を出す方があれば推薦して欲しい。倉科先生は辞退しています。
　・　東北大学保健学科の主任教授に出してはどうかということで学科主任に招待状を出すことで了承。
· 今後、定年退職者の概念をどこまで、どのようにするか、検討して欲しい。
６．その他
1 特別功績賞等、表彰・会費免除について
　特別功績賞は功績賞を受けた会員で７０歳を超えた時点で受賞するが、新公益法人に移行した際、特別功績賞は７０歳を越えた会員全てを対象にしてはどうか、さらに、その受賞者を会費免除としてはどうか、提案したい。
　会費免除規程と表彰規程の解釈と名簿リストアップが簡単になると思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　新法人移行後に検討することで了承
②　みちのく核医学会について
　５月２６日（金）行なわれるみちのく核医学会の講演は技師会
主催になる。発表者を推薦して頂きたい。
　東北大学病院から「ＰＥＴ/ＣＴ」，
仙台厚生病院から「Ｂoneナビ」で検討する。
3 県技師会の活動について
現在県技師会に入会しなければ、日本放射線技師会に入会できない。また、県技師会だけに入っている会員もいる。
前回の理事会で議論になった県のイベントの活性化について、足元を見つめた県の組織の建て直しの運動、政策的な問題を提起したい。

きっかけは、第１回スキルアップカンファレンスを開催して、若い非会員が多数参加した。公益法人になると会員と非会員を区別すること無く広報するので、非会員のままイベントに参加する技師が増えて、そのうちに不公平感が出てくると考えられる。
公益法人のあり方は最終的には会員のために研究会・講習会を行なうことである。組織化しないと県活動が低迷し、さらに、日本放射線技師会とリンクしなくなる。
· 間口を広めながら新入会員の勧誘を行い、会員が増えれば会費も下げられる。
· 足元を固めるのが大事である。日本放射線技師会よりの県の会員を増やすことが先決である。

· 今回のスキルアップカンファレンスに参加した非会員は必要に駆られて参加したと思う。メーカー主催の勉強会も同じように参加者が多い。その中で分科会のような特化した研究会等導いたり開いたりして、勧誘して行ってはどうか。
· 日本放射線技師会の分科会への寄付行為は、減免措置が取られるのでメーカーとしては協賛しやすい。公益法人になれば、減免措置が出来るので県技師会が主催して研究会を安価で開催できる。
· 入会の手続きを何処でも、いつでも簡単に出来るようにしてはどうか。
· 非会員が集まる勉強会で勧誘して、その中から認定制度取得等に導いてはどうか。
· 当面、役員に周知し職場から勧誘してもらう。

④　会員情報調査依頼

　　表彰の際、履歴がないと選考が大変である。ＯＢ部の会員の方の履歴書を作っていただき、今後の表彰の資料にしたい。また、定年退職する会員にもお願いしたい。
　　　　・ＯＢ部委員会で相談をしてから進めることとする。

　
　各部・委員会報告事項
１．総務部

①　特別講演会及び第４２回総会について
開催日：平成２４年３月１７日（土）

会場　：仙台サンプラザ　青葉（２Ｆ）

日程　：特別講演会　　　　１３時３０分～１４時３０分　に変更
総　会　　　　　　　１５時　　～１７時　に変更
②　定年退職・表彰祝賀会　　　１７時３０分～１９時３０分
会場：　仙台サンプラザ　青葉（２Ｆ）

③　第４２回総会職員
　　現在、都合により出席できない方があり調整中である。
4 ２３年度表彰者
特別功労賞　１名

石井　出一氏　

特別功績賞　４名

鈴木　精義氏、高橋　哲郎氏　原口　雅行氏、高木　久　氏
功労賞　１名

門間　稔　氏（東北公済病院）

学術奨励賞　１名

阿部喜弘氏（仙台医療センター）

を推薦します。
２．法人部
①　青葉区役所衛生委員会衛生講話での講演結果
　平成２４年１月１９日(木)、２６日(木)、青葉区役所４階会議室
　参加者約１００名、講師村井法人部長
　演題名；放射線被ばくのリスクと健康影響について
　　　　　　－知ることが対応の第一歩―

　放射線の基礎から健康影響、そして国の放射線管理までの幅広い講演だったが、わかりやすい内容であったと好評であった。講演終了後、個別相談に応じた。
②　泉区衛生講話
　平成２４年２月９日(木)、泉区役所職員研修所

　参加者　　　　　　　講師村井法人部長

　演題名；放射線被ばくのリスクと健康影響について

　　　　　　－知ることが対応の第一歩―

③　平成２３年度管理士学術大会
　日時：平成２４年３月１１日(日)午後３時から４時３０分

　会場：仙台医療センター

　一般演題：８題
　（活動内容、県庁電話相談、角田市・丸森町相談活動、
機器管理、宮城県の健康調査等）

　講師：宮城県環境生活部原子力安全対策課　主任主査

　　　　　医学博士　中村　朋之　先生

　演題名：「東京電力（株）福島第一原子力発電所事故への

対応について」
④　角田市教育委員会からの講演依頼

　日時：平成２４年２月２９日(水)　１５時から１７時
　場所：角田市市民センター

　対象者：市内小中学校経論、その他関係職員

　目的：小中学校の先生方に「放射能に関する副読本」教師用会読書を基にした講演依頼

　講師：宮城県対がん協会　八島　幸子
⑤　仙南地区私立幼稚園協議会から講演依頼

　紹介者：宮城県角田市教育委員会

　日時：平成２４年３月７日(水)　１５時

　講師：村井法人部長
⑥　求人募集依頼

　坂総合クリニックより技師募集依頼、詳細はホームページに掲載手続き中。

⑦　平成２４年度県民公開講演予定

　日時：平成２４年５月１９日（土）
　会場：仙台市メディアテーク

　講師：みやぎ県南中核病院

消化器科センター長　三浦雅人　先生

　演題名：未定（専門は肝臓疾患）
３．学術部

第２回スキルアップカンファレンスを３月２１日(水)に
開催する。会場は仙台医療センター、１９時より約１時間
内容

くも膜下出血　・　プラマリーサーベイにおける単純撮影

４．福利厚生部
技師会麻雀大会報告
平成２４年２月４日（土）開催、参加人数１２名
優　勝　　大友　一匡　（広南病院）

準優勝　菅野　義久　（東北公済病院）

３　位　　加藤　壮敏　（仙台厚生病院）

会計報告

収　入　　　２４，０００円　(２，０００×１２名)
支　出　　　４８，６４０円　（会場費２４，３４０＋景品２４，３００）
会負担額　２４，６４０円
５．財務月例会計報告（平成２４年１月分）
　会計報告はなし
その他

　①平成２３年度の源泉税の納付お知らせを講師等に郵送した。

②公益法人移行関係について、Ｇ表以外の項目を作成し、
森内税理士に修正して頂いた。
６．事務局報
①会員移動

１．　新入会　　　　　なし

２．　再入会　　　　　なし

３．　県内異動　　　　なし
４．　転出　　　　　　　なし

５．　転入　　　　　　　
　　　佐藤　真知　　北海道放射線技師会

　　　　　　　　　　　　　→　国立病院機構仙台医療センター
6． 退会　　　　　　　
増永　完治　　　　　　自宅
会員数５４６名
2 日本放射線技師会からレントゲン週間イベント補填金
　　１０万円振り込まれた。
③　会費督促状を発送後３人の会員から納入があった。
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。

２０１２年　２月　８日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事    　沼田　仁志　㊞

常務理事  　　　立花　茂　　㊞

